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社会
しゃかい

で生活
せいかつ

する人
ひと

はみんな、いろいろなルールの中
なか

で暮
く

らしています。みなさんの通
かよ

う

小学校
しょうがっこう

にもルールがありますね。「みんなで使
つか

う物
もの

や場所
ば し ょ

を大切
たいせつ

に」、「ろうかや階段
かいだん

は静
しず

かに歩
ある

きましょう」、「お友
とも

だちの悪口
わるくち

を言
い

わない」、「順番
じゅんばん

を守
まも

る」など。 

学校
がっこう

以外
い が い

の場所
ば し ょ

でもルールがあります。自転車
じてんしゃ

に乗
の

るとき、あそびやスポーツをすると

き、買
か

い物
もの

をするとき、図書館
としょかん

や公民館
こうみんかん

を利用
り よ う

するとき・・・まだまだたくさんあります。 

こんなに多
おお

いと、「全部
ぜ ん ぶ

守
まも

るのは大変
たいへん

だな」と思
おも

う人
ひと

もいるでしょう。 

なぜルールは必要
ひつよう

なのでしょうか。「もしルールがなかったら」と考
かんが

えてみると、よく

わかると思
おも

います。もし、校庭
こうてい

や体育館
たいいくかん

の使
つか

い方
かた

が決
き

まっていなければ、早
はや

い者
もの

勝
が

ちにな

ってしまいます。すると、低学年
ていがくねん

や力
ちから

の弱
よわ

い人
ひと

たちは、使
つか

う機会
き か い

が減
へ

ってしまうかもしれ

ません。また、ろうかや階段
かいだん

で走
はし

ったりふざけたりしていると、けがをしたりさせたりす

るおそれがあります。こんな中では、落
お

ちついて生活
せいかつ

できません。 

このような困
こま

ったことが起
お

きないようにと考
かんが

えられたのが 

ルールです。人
ひと

と人
ひと

とが集
あつ

まって、なかよく生活
せいかつ

するために 

必要
ひつよう

なのですね。 

http://www.usennet.ne.jp/~syonen-c/ 

http://www.usennet.ne.jp/~syonen-c/


『しかる』ということ 

小学生の保護者のみなさんへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子
こ

どもが失敗
しっぱい

をした時
とき

、その内容
ないよう

により、またその 

子
こ

どもにより、親
おや

の対応
たいおう

はいろいろあるでしょう。 

・「だめなことはだめ」と本気
ほ ん き

でしかる。 

・どうしたらよいのか、親
おや

はどうしてほしいのか、きちんとわかるように教
おし

える。 

・自分
じ ぶ ん

はどうしたいのか、子
こ

どもの思
おも

いを聞
き

きつつ、一緒
いっしょ

に考
かんが

える。 

・あなたはきっとできるはずと、励
はげ

ます。 

・次
つぎ

にも繰
く

り返
かえ

すようならと、待
ま

つ。 

・この子
こ

にはこんなよいところもあると、失敗
しっぱい

に目
め

をつぶる。 

・私
わたし

の育
そだ

て方
かた

を考
かんが

え直
なお

さなければと、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

を見
み

つめ直
なお

す。 

 何
なに

が正
ただ

しいということはありません。ただ一
ひと

つ言
い

えるのは「過
す

ぎたるは猶
なお

及
およ

ばざるが如
ごと

し」ということ。しかられてばかりの子
こ

も、「だめなことはだめ」と教
おし

えてもらえない子
こ

も、

様々
さまざま

な問題
もんだい

を抱
かか

えます。親
おや

は、その時
とき

に応
おう

じて、いくつもの引
ひ

き出
だ

しを持
も

っていたいもので

す。 

ある人
ひと

がこんな 話
はなし

をされました。「危
あぶ

ないからとい 

って、ナイフを使
つか

わせなければ、子
こ

どもはいつまでた

ってもナイフの使
つか

い方
かた

がわからないし、ナイフのこわさもわからない。少
すこ

しぐらいなら、

失敗
しっぱい

して指
ゆび

を切
き

ってもかまわない。その痛
いた

みがわかった子
こ

は、人
ひと

に向
む

かって簡単
かんたん

にナイフ

を向
む

けるようなことはないのではないか。」 

みなさんはどう思
おも

われますか。この例
れい

に限
かぎ

らず、小
ちい

さな失敗
しっぱい

から学
まな

んだことが大
おお

きなま

ちがいを防
ふせ

ぐということはたくさんあるでしょう。 

「失敗
しっぱい

をしてはだめ、させてはだめ」ではありません。まちがい 

がまちがいだとわからず、こうしてはいけなかったという反省
はんせい

がで 

きなかったり、次
つぎ

はこうしようという知恵
ち え

が生
う

まれなかったりする 

方
ほう

が問題
もんだい

ではないでしょうか。 

子
こ

どもは失敗
し っ ぱ い

して育
そ だ

つ 

子
こ

どもが失敗
し っ ぱ い

した時
と き

に 

小学校
しょうがっこう

高学年
こうがくねん

ともなると、親
おや

の指導
し ど う

に子
こ

どもが 

反発
はんぱつ

することが増
ふ

えてきます。この反発
はんぱつ

は自分
じ ぶ ん

はこ

うしたいという主張
しゅちょう

の裏返
うらがえ

しであり、成長
せいちょう

の一
いち

段階
だんかい

です。この時期
じ き

、反発
はんぱつ

しながらも、

自分
じ ぶ ん

の思
おも

いを伝
つた

え、親
おや

の思
おも

いを聞
き

き、うまい伝
つた

え方
かた

や折
お

り合
あ

いのつけ方
かた

、納得
なっとく

のしかた等
など

を 

しかられないということ 



しかるよりもほめること。欠点
けってん

をなくすよりも長所
ちょうしょ

を伸
の

ばす 

こと、そう心
こころ

がけるのは大切
たいせつ

です。しかし、本気
ほ ん き

でしかるべき

場面
ば め ん

もあります。しかられるということが子
こ

どもにとって意味
い み

あるものとなるためには、親
おや

はどんな点
てん

に気
き

をつけたらよいでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
まな

びます。これは将来
しょうらい

社会
しゃかい

でぶつかるだろう問題
もんだい

の練習
れんしゅう

だとも言
い

 

えます。 

親
おや

のものわかりが良
よ

すぎると、子
こ

どもは反発
はんぱつ

ができず、この経験
けいけん

 

を積
つ

むことができません。問題
もんだい

を解決
かいけつ

する経験
けいけん

がないまま、大人
お と な

に 

なった時
とき

、人間
にんげん

関係
かんけい

につまずく可能性
かのうせい

は高
たか

いと言
い

えるでしょう。 

しかり方
か た

を考
かんが

える 

「そんなことをしていると、〇〇にしかられ

るわよ。」 

「お兄
にい

ちゃんと比
く ら

べて、あなたは・・・・・。」 

「お姉
ね え

ちゃんなんだから・・・・・・。」 

先生
せんせい

にしかられる。お父
とう

さんにしかられ

る。お店
みせ

の人
ひと

にしかられる。 

しかられるから、だめなの？ しかられな

ければ、よいの？ なぜだめなのか、わかる

ように伝
つた

えること。それが、子
こ

どもに判断
はんだん

力
りょく

をつける第一歩
だいいっぽ

では？  

兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

に限
かぎ

らず、他
ほか

の子
こ

と比
くら

べられる

と、「私
わたし

は私
わたし

」と言
い

いたくなる。その子
こ

に

とってどうなのかを伝
つた

えるべき。また、年齢
ねんれい

により求
もと

めるものが違
ちが

うのは当然
とうぜん

だが、「お

姉
ねえ

ちゃんだから」の一言
ひとこと

でわかるようになる

には、子
こ

どもの成長
せいちょう

が必要
ひつよう

。 

「そんなことをするなんて、おまえ、ばかじ

ゃないか？」 

だめなことをしても、その子
こ

がだめな子
こ

だ

とは言
い

えない。 

次
つぎ

を信
しん

じているから、しかるのでしょう？

可能性
かのうせい

を否定
ひ て い

してはいけない。しかる時
とき

は、

その行為
こ う い

を否定
ひ て い

する。  

〇親
おや

の気分
き ぶ ん

でしからない。日
ひ

によってしか

ったり、しからなかったりはやめる。 

〇しかることは一回
い っ か い

に一
ひ と

つ。あれもこれも

と話
はなし

を広
ひ ろ

げない。 

〇反省
はんせい

しているなら、くどくど言
い

わない。 

〇人前
ひ と ま え

でしかって、恥
は じ

をかかせない。 

〇暴力
ぼうりょく

や暴言
ぼ うげ ん

は、子
こ

どもとの関係
かんけい

を破
は

壊
かい

 

し、子
こ

どもの心
こころ

に深
ふか

い傷
き ず

を残
の こ

す。 



☆ 守山野洲少年補導（委）員会管内研修会 ☆ 

10 月 17 日（日）野洲市豊積の里総合センター「さざなみホール」大ホール

において、守山野洲少年補導(委)員の管内研修会を開催しました。本年度も

毎年小学校 6 年生の児童を対象に実施している「薬物乱用防止教室」の持ち

方についての研修をしました。まだまだコロナ禍であり、学校での実施に多

くの大人が参加するのではなく、最少人数でも開催できるよう工夫をしたシ

ナリオを用いた研修でした。薬物の危険性について、正しい知識を年齢の早い

段階から学ぶことは、大麻や覚せい剤・麻薬などの薬物からくる社会生活への

悪影響を防ぐことになります。守山野洲少年補導(委)員会では薬物乱用防止教

室を通して、管内の子どもたちが薬物乱用の危険性を学び自分の命を守るた

め、誘惑に負けない力を身につけられるよう、取り組みを続けていきます。 

 

＝＝少年補導功労者・功労団体表彰＝＝ 

☆滋賀県警察本部長・滋賀県少年補導員会連絡協議会会長連名表彰 

   ○個人表彰  皆越公正さん (吉身地区)   山本壽一さん（速野地区） 

         東郷雅彦さん（中里地区）  

○団体表彰 兵主地区少年補導(委)員会  

○感 謝 状 村田 徹さん           (11 月 4 日（木）守山警察署にて表彰伝達)                                                                                          

☆近畿管区警察局長・近畿少年補導員等連絡協議会会長連名表彰      

○個人表彰 北田照夫さん 

＝＝厚生労働大臣 薬物乱用防止に係る功労者表彰＝＝ 

 〇感 謝 状 中井香代さん        （11 月 18 日(木) 滋賀県公館にて表彰伝達）     

＝＝守山市青少年育成市民会議表彰＝＝        

  〇表 彰 状  有限会社宮本      （10月 23 日（土）守山市民ホールにて表彰）  

（あすくる支援協力企業） 

１１月の「滋賀県子ども・若者育成支援強調月間」について 

〇啓発物の配布 

昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症対応のため街頭啓発活動を中止し、強調月間名入

りのエコカイロやティッシュを公民館やコミュニティセンター・図書館などに配布しました。 

〇一斉立ち入り調査の実施 

「滋賀県子ども・若者育成支援強調月間」に合わせて 10月・11月の 2か月

間にわたり、図書・ＤＶＤ・ゲームソフト・エアガン・刃物類の取扱店や図書

等を閲覧や視聴することのできる店やカラオケ店に､条例の趣旨の普及・啓発

および条例順守の指導のため、守山市・野洲市内の９７店舗を対象に、一斉に

立入調査をしました。また携帯電話販売店には、フィルタリングの設定や利用上の注意をするよ

う啓発をしました。 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

 守山野洲少年センター  『あすくる守山野洲』 
〒524－0021 守山市吉身三丁目１１番４３号  守山市商工会館３階 
ＴEＬ：077-583-7474・077-570-7557 FAX：077-581-1419 
http://www.usennet.ne.jp/~syonen-c/ 

 

月曜～金曜 （土日祝・年末年始は休業） 

８時３０分～１７時１５分 秘密厳守・ 

相談無料 

臨床心理士のカウンセリングは 要予約 
 （水･木・金）  まずはお電話ください 

http://www.usennet.ne.jp/~syonen-c/
http://www.usennet.ne.jp/~syonen-c/

